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三　島　町　議　会 23 月定例会のあらまし

３月定例会のあらまし
３月定例会は６日から１４日までの９日間を会期に開催され、条例の一部改正５件、指定
管理者の指定３件の他、令和６年度一般会計及び特別会計補正予算、令和７度一般会計及び
特別会計予算など、町長より提出された議案を審議し、すべて原案通り可決しました。

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

２ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の一部を改正する条例
・刑事法等の一部を改正する法律に伴う、三島町関係条例の一部改正 可決

３ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・福島県人事委員会勧告に基づく改正 可決

４
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
・�福島県の改正に伴う、時間外勤務の制限を請求することができる職員の範囲を
改める改正

可決

５ 三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・国民健康保険法施行令の一部改正に伴う、関連規定の改正 可決

６ 早戸交流拠点施設設置条例の一部を改正する条例
・湯治棟宿泊上限金額の引き上げと、３泊以上の料金設定を廃止する改正 可決

７ 指定管理者の指定（三島町観光交流施設：からんころん）
・令和７年度からの指定管理者として、三島町観光協会を再指定 可決

８ 指定管理者の指定（三島町ライスセンター）
・令和７年度からの指定管理者として、桐の里産業㈱を再指定 可決

９ 令和６年度三島町一般会計補正予算 可決

１０ 令和６年度三島町国民健康保険特別会計補正予算 可決

１１ 令和６年度三島町路線バス事業特別会計補正予算 可決

１２ 令和６年度三島町介護保険特別会計補正予算 可決

１３ 令和６年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

１４ 令和６年度三島町簡易水道事業会計補正予算 可決

１５ 令和６年度三島町下水道事業会計補正予算 可決

１６ 令和７年度三島町一般会計予算 可決

１７ 令和７年度三島町国民健康保険特別会計予算 可決

１８ 令和７年度三島町路線バス事業特別会計予算 可決

１９ 令和７年度三島町介護保険特別会計予算 可決

【可決結果一覧と条例改正等の主な概要】
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議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

２０ 令和７年度三島町後期高齢者医療特別会計予算 可決

２１ 令和７年度三島町簡易水道事業会計予算 可決

２２ 令和７年度三島町下水道事業会計予算 可決

２３ 指定管理者の指定（三島町多目的集会施設：ひだまり）
・令和７年度からの指定管理者として、MISHIMA�Lab（みしまらぼ）を指定 同意

会計区分 Ｒ７予算額 Ｒ６予算額 対前年比
一 般 会 計 ２,５５０,０００ ２,６８１,０００ ９５.１％
国民健康保険特別会計 １８２,２４８ １８０,７１５ １００.８％
路線バス事業特別会計 ３６,５００ ３４,４００ １０６.１％
介 護 保 険 特 別 会 計 ４２４,２４７ ４３４,３１３ ９７.７％
後期高齢者医療特別会計 ４０,５４２ ３８,９８４ １０４.０％

	 【令和７年度当初予算の額】	 （単位�:�千円）

※�　令和６年度より「簡易水道事業特別会計」「農業集落排水事業特別会計」「戸別合併処理浄化槽事業特別会計」
は地方公益企業法適用会計に移行されました。これに伴い、「簡易水道事業特別会計」は「簡易水道事業会計」
へ「農業集落排水事業特別会計」と「戸別合併処理浄化槽事業」は統合され「下水道事業会計」と名称が変更
され、また予算書の様式も変更されました。

会計区分 補正前予算 補 正 額 補正後予算
一 般 会 計 ３,２２４,０００ △１７２,０００ ３,０５２,０００
国民健康保険特別会計 １８８,２０８ ６,５７０ １９４,７７８
簡易水道事業特別会計 ２６９,５１５ △５,９６２ ２６３,５５３
路 線 バ ス 特 別 会 計 ３５,０００ △１,９４０ ３３,０６０
農業集落排水事業特別会計 ４０,６００ △８７０ ３９,１９０
介 護 保 険 特 別 会 計 ４９０,１２９ △１８,５４６ ４７１,５８３
戸 別 浄 化 槽 特 別 会 計 ４６,１４４ △１０,９６０ ３５,１８４
後期高齢者医療特別会計 ３６,００７ ９６０ ３６,９６７

	 【令和６年度補正予算】	 （単位�:�千円）

※�　令和６年度一般会計・特別会計補正予算は、ほとんどが整理予算で減となり、新たな事業等はありません。

議案
番号

１番 ２番 ３番 ５番 ６番 ７番 ８番
馬場　学 青木喜章 菅家三吉 河越昭利 大竹克昌 𠮷垣絵梨子 五十嵐健二

16号 ○ ○ ○ × ○ × ○
※上記以外の議案は全議員「賛成」で可決されました。※議長は裁決に加わりません。

【議案の可決状況】
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■経済関係■
農林業、商工業等の町の経済活性化に向けた事業

○中山間等直接支払交付金� ９,０２５千円
○多目的機能支払交付金� ３,３９５千円
○広域協定運営委員会支援補助金�１,５００千円
○稲刈用コンバイン導入� ８,２５０千円
○稲表農業用ため池改修工事� �３４,０００千円
○農業法人運営支援事業（桐の里産業㈱）
� １０,０００千円
○農業生産環境整備事業補助金� ５,０００千円
○農業者支援育成事業補助金� １,５００千円
○経営所得安定対策等推進事業補助金
� １,０００千円
○農業次世代人材投資事業� ２,４００千円
○新規就農者育成対策事業� ５,２５０千円

○農業産学官連携地場産品販路拡大事業
� １,５００千円
○有害鳥獣防護柵等設置事業補助金
� ５,０００千円
○放任果樹伐採� １,６８０千円
○緩衝帯地区整備支援事業� １１０千円
○猟友会補助金� ５７２千円
○狩猟免許取得等補助金� ６４０千円
○有害鳥獣捕獲報奨金� ７０５千円
○森林環境交付金事業� ４,０００千円
○森林環境譲与税活用事業（搬出間伐補助）
� ３,０００千円
○林道舗装事業� ５,０００千円

■暮らし関係■
地区支援事業や、健康促進事業、若者交流事業、教育等の暮らしに根差した事業

○世代間交流促進事業� ６００千円
○子どもの医療費助成事業� １,６９８千円
○児童手当支給事業� １０,８６０千円
○放課後児童クラブ「ゆめポケット」
� ２,０６２千円
○小学校複式補正教員配置� ３,９０３千円
○教育支援員配置� ６,０７４千円
○学校事務補助� １,０７５千円
○外国語指導助手単独配置� ５,４３５千円
○児童生徒モバイルＷｉ-Ｆｉリース
� ２,１９７千円
○ＩＣＴ支援員� ４,６４７千円
○小学校修学旅行等補助金� ４４０千円
○中学校修学旅行等補助金� １,０２０千円
○高校生通学費支援� ９６８千円
○学校給食費補助� ３,４６５千円
○給食センター運営負担金� １３,５５２千円
○空き家・住宅改修費等補助金� ８,３００千円

○移住体験ツアー� ９００千円
○来てふくしま住宅取得支援事業�１,０００千円
○福島県空き家対策総合支援事業�２,９００千円
○みしま移住支援金給付事業補助金
� ２,６００千円
○中平団地住環境改善事業� ２６,２００千円
○町営住宅長寿命化計画策定� １,４００千円
○各種がん検診委託� ２,８５１千円
○健康管理システム標準化に伴う改修
� ５,２１３千円
○敬老事業� ２,４０６千円
○障がい者自立支援給付費� ５１,０５６千円
○標準化に伴うガバメントクラウド使用料
� ５,２３６千円
○緊急通報システム事業� １,４８８千円

【令和７年度重点事業】
第五次三島町振興計画に沿った、今年度の重点事業は以下の通りです。
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■環境関係■
生活のための環境整備事業

○地区支援事業補助金� ５,０００千円
○特定地域づくり事業協同組合補助金
� ５,０００千円
○�広域市町村圏整備組合衛生費負担金
　（ごみ処理）� １９,１８２千円
○�広域市町村圏整備組合消防費負担金
� ７４,４８８千円
○Ｊアラート受信機更新修繕� ３,５００千円
○�福島県総合情報通信ネットワーク更新工事機
器設置費負担金� ７,３９８千円

○消火栓修繕（大石田地区）� １,０００千円
○標準準拠システム移行� ６１,２５０千円
○三島町ＳＳ維持管理� ２,０２８千円
○三島町ＳＳ町民割引補助金� ４,０００千円

○名入・大石田スノーシェッド調査設計業務
� ８,８００千円
○三島町道路等サポート事業� ４,９８９千円
○上下水道事業公営企業会計システム
� ２,５２０千円
○上下水道事業法適用公会計支援�８,６９０千円
○上下水道事業経営戦略策定支援�９,５７０千円
○水道施設点検業務委託� ７,１５０千円
○桧原水道管敷設工事� ７５,２００千円

○薪生産業務� １,６７２千円
○桐植栽地管理業務� ４,７５２千円
○桐製品魅力向上事業� ５,１００千円
○観光交流推進事業� １６,７６３千円
○観光協会・イベント支援事業� ７,４５０千円
○美坂高原受け入れ体制整備事業�９,０００千円

○美坂高原星空活用事業� ７,４１８千円
○大林ふるさとの山活用事業� ８３４千円
○起業・雇用促進事業補助� ３,５００千円
○桐の里商品券事業� ５,７００千円
○ふるさと納税（返礼品）� １,４５０千円

■文化関係■
地域の文化に根差した事業

○文化財保存事業� ２,０００千円
○地域文化継承事業� ４００千円
○町史編さん事業� ４,２０３千円
○生活工芸アカデミー事業� １３,７５０千円
○生活工芸村構想策定事業� ５,８５０千円
○原材料確保事業� ５,７１３千円
○ふるさと会津工人まつり運営事業
� ９,５９７千円
○台湾工芸交流事業� １,１００千円
○スポーツ教室・大会� １,２０４千円
○「桐の里ウォーク２０２５」� １,１９９千円
○町営スキー場リフト解体� １,１００千円

○生涯学習センター運営� ３,６９０千円
○生涯学習センター集落支援員� ３,８５０千円

きずなスポーツフェスティバル
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三島町一般会計予算の採決に関する討論》三島町一般会計予算の採決に関する討論》

７番　吉垣　絵梨子　議員　反対討論
今の財政状況は危機的であり、根本からの行財
政改革が必要だと考え、反対する。緊縮財政のた
め２５億円を超えない規模に抑制と１２月議会で
答弁しており、それを少し超えた予算案だが、今
回各課から上がった希望予算総額は３０億円を超
え、実施計画と比べると反映されなかった事業が
多数あり、予算案作成には大変な苦労があったと
思う。私自身移住者のため、町の長い歴史を知ら
ず、他の議員や職員の方、町民の皆さんとは、共
通の土台が少なく、また議員期間も短いため至ら
ない点もあるが、今回を機に、町の財政状況を町
長はもちろん、職員の皆さんにしっかり自覚して
いただき、また町民の皆さんにも現状を知ってい
ただき、今後のより良いまちづくりのきっかけと
したいと思う。
財政が逼迫している理由は、３つの数字から確
認できる。
①財政調整基金、いわゆる町の貯金の残高で、
当初予算概要によると令和８年度末に底をつき
（昨年度の同資料では令和１１年度末と記載）、そ
の他の基金も底をつくことが目に見えている。基
金は町民のために使われていないという視点か
ら、貯めすぎもよくなく、標準財政規模の１０％、
本町では約１億４０００万円程度が目安で、町の
考えでは３億円ほどという話だが、今後増える見
込みはない状況である。
②財政の弾力化を示す経常収支比率は、令和５

年度決算によると、９９.３％であり、かなり硬直
している。一般的には７５％以下が望ましいとさ
れ、８０％を超えると自由度が失われ、硬直化し
ていくと言われる。
③歳出予算に占める借金返済の割合を示す実質
公債費比率は、令和１１年まで１７％以上、その
後もおそらく高い比率で推移する。町は現在、一
般会計で３６億円、また簡易水道及び下水道事業
会計に約１８億円の借金があり、負担は相当のも
のと推察する。
以上から、除雪費用が適切に計上できない状況
に陥っている。繰越金等で除雪費用が賄えないわ
けではなく、補正で対応するという話だが、当初

予算は、本来年間の一切の経費を計上し、計画的
に支出するという建前があり、実際には様々な事
情から弾力的に運用される部分もあるかもしれな
いが、それほど財政状況は逼迫している。
今後の支出については、職員の人件費ベースア
ップは毎年１０００万円以上、物価が上昇してい
く中で、最低限の工事や委託事業の単価は今後も
さらに上昇していく中、今後のインフラ整備に関
しては、大登の町道整備、大石田のスノーシェッ
ドの修繕や、歳時記橋の耐震工事、早戸地区の水
道整備等、多額の費用が想定されると聞く。
今回、町民サービスへの影響はないとのことだ
ったが、例えば、現在不具合をきたしているテレ
ビ電話に代わるサービス構築が見送られたことは、
マイナスの影響ではないか。防災無線による放送
のみでは町民は不便を感じており、この問題の解
消は優先事項と考えるが、この事業は見送られ、
新規事業も含め多様な政策的事業が盛り込まれて
いる。台湾との交流、桐振興、生活工芸村構想、
美坂高原の活用、各種イベント含む多彩な事業は、
健全な財政という土台があってであり、町民サー
ビスがきちんと行き届いた上でのことである。
各種事業、継続してほしいとの意見があるのも
承知しており、止めるのは反対や惜しまれる声か
らつらく、町民や関係者への説明、合意形成など、
止めるのは始めるよりも何倍ものエネルギーが必
要であると推察する。しかし、人口減少は変わら
ず、財政的にも人的にもかつてと同じことを持続
していくことはできない状況を鑑みると、今求め
られているのは止める決断だと思う。当初予算に
反対するということは、相当なことだと承知して
いる。しかし、今ここでこの予算に賛成しては、
この予算の使い方、事業のあり方を容認すること
になり、町の危機的な財政状況は変わらないまま
となってしまう。財政改革は待ったなしの状況で
あり、町の歳入、人員規模に見合った財政健全化
計画なるものを策定し、根本的な事業の見直しが
必要と考える。
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《議案第１６号　令和７年度《議案第１６号　令和７年度

５番　河越　昭利　議員　反対討論
三島町の財政計画には令和３年度から令和７年

度までの５年間を対象期間とした「三島町中期財
政計画」がある。この計画の基本方針は「上昇す
ると想定される実質公債費比率、経常収支比率を
注視しながら、歳入の見通しと、歳出における経
常的経費、投資的経費のバランスを考慮し、財政
規模を抑制していくこととする」。また、町ホー
ムページには、「この計画は、毎年度の決算状況
や振興計画等の見直しに伴い修正を図り、財政状
況の悪化を防ぐ」とある。
この計画が策定された令和３年度時点で令和７

年度の財政状況予測は良いものではない。財政悪
化を防ぐために毎年度、計画を修正し財政規模を
抑制するはずだったが令和４年度から当初予算も
増額している。それに伴い起債額・基金取り崩し
額も増加している。財政計画の見直しを行ってい
なかった結果、現在の財政状況は計画以上に悪化
したと推測できる。
令和７年度予算案だが、第５次三島町振興計

画・実施計画書（令和７年度～令和９年度）の建
設計画によると今後３年間に予定されている建設
事業だけで１４億７千万円の事業がある。施設の
修繕や新設の建設事業は、現在使用できないテレ
ビ電話の整備、町営住宅改修や消雪道路の整備、
健康増進施設の整備などがある。また公共施設解
体では旧西方中学校校舎、滝谷分校が計画されて
いる。現在の財政状況では、この計画の全てを実
施していくことは困難と考える。
そこで、問題になるのが財政計画である。三島

町には今後５年間の財政計画がない。中期財政計
画なので毎年度ごとに見直しを行い、新たに５年
間の中期財政計画を作ることが必要だったと思う。
中期の財政計画がないため今後の事業計画の見通
しがたたず財政状況悪化の状態が続くと考える。
また、基金の取り崩しについても、１０年前の平
成２７年度頃には総額１８億円程度あった基金残
高が、令和７年度末には６億円程度になる見込み
である。特に財政調整基金の減少が大きく、その
影響からか当初予算で除雪費を確保する事が出来
ていない。補正予算で対応するとの説明があった
が、基金残高が少ない状況で今年のような豪雪に
見舞われた場合に財源を確保できるか不安が残る。
この件は各議員からも事業の優先順位・町民の

安全確保など多数の指摘があった。もちろん、豪

雪被害があったばかりなので町民からも不安の声
が寄せられている。過去１０年間で約１２億円も
の基金を取り崩して様々な事業を行ってきた訳な
ので、事業に対して得られた成果や改善点を検証
する事務事業評価は大切である。行政側の評価だ
けではなく、事業が町民の理解を得られているか、
町民の生活向上につながったか、町民の満足度か
ら検証することも必要だと思う。
一般質問の中で来年度予算に対して一言あった。

「町長のやりたい事がありすぎる」、本当に同感で
ある。桐の振興・ふるさと運動・生活工芸村構想・
台湾交流など、町民の理解を得られているのか。
町民の生活が豊かになったと感じることができる
のか。美しい村シンポジウム・星空保護区申請・
美坂高原受け入れ態勢整備など、現在の財政状況
で事業を維持していくことができるのか。除雪費
や地区要望など町民生活に直接つながる事業予算
の優先順位をどう考えているのか。私は事業の見
直しや削減を行うことは必要だと思う。
令和３年度に策定された中期財政計画で現在の
状況は予測されていた。各指標の悪化や、基金残
高不足は残念ながら悪い意味で計画通りに進んで
いる。よく「行政と議会は車の両輪」互いに協力
し町政の舵取りをしていくと例えられる。そうで
あるならば、財政悪化を予測できていながら予算
計上・そして可決を繰り返してきた行政・議会双
方に責任があると考える。
以上のことから、令和７年度から令和１１年度
まで５年間の財政計画が必要だ。実質公債費比
率・経常収支比率・公債費・地方債発行額などの
指標目標値を定め、町民と共に事業の見直しを図
りながら中期財政計画を作り上げていく。その計
画に基づいた新たな予算を組み直し、規律ある行
財政運営を目指していくべきであると思う。
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815.806
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（百万円）

三島町財政調整基金残高推移表
（令和元年度～令和 7年度）
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一 般 質 問一 般 質 問
～議員が町政をただす～

　３月定例会では３人の議員が一般質問を行い、町政全般について活発な議論を交わし
ました。（９頁～１５頁に掲載）

一般質問議員 質　　問　　事　　項 頁

1 ６番　大　竹　克　昌
豪雪対応

９
令和７年度当初予算

2 １番　馬　場　　　学 会津桐の振興 11

3 ８番　五十嵐　健　二 令和７年度の予算 14

※一般質問とは…議員が町の将来に対する方針
や、執行機関の政治姿勢を明らかにし疑問点
等を質します。また、議員自ら政策の提言を
行います。三島町議会は１人６０分の持ち時
間の間に質問答弁を行います。
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大竹　克昌 議員

豪
雪
対
応

　
　
豪
雪
対
策
本
部
が
令
和
７

年
１
月
10
日
に
設
置
さ
れ
、

１
月
後
半
か
ら
２
月
中
旬
頃
ま

で
大
雪
が
続
き
、
大
雪
警
報
も

発
令
さ
れ
た
。
近
年
に
な
い
降

雪
や
積
雪
で
あ
り
、
ま
た
重
い

雪
で
あ
っ
た
た
め
各
地
区
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
行
政

職
員
の
皆
さ
ま
も
家
族
の
心
配

を
抱
え
な
が
ら
、
町
民
の
た
め

に
様
々
な
対
応
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
の
豪
雪
対
応
に
つ
い
て
、

行
政
の
動
き
、
経
緯
や
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
町
長　
２
月
５
日
、
大
雪

警
報
が
発
令
さ
れ
、
町
内

で
は
80
㎝
の
降
雪
、
積
雪
215
㎝

を
超
え
る
豪
雪
と
な
っ
た
。
２

月
６
日
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設

置
し
、
職
員
を
常
勤
配
置
。
地

問答

域
状
況
を
確
認
し
、
倒
木
や
雪

崩
に
よ
る
道
路
遮
断
、
停
電
に

対
応
。
給
水
施
設
の
停
電
で
は
、

給
水
車
を
手
配
し
、
住
民
に
節

水
を
呼
び
か
け
た
。

２
月
８
日
・
９
日
も
職
員
が

対
応
し
、
間
方
地
区
で
は
倒
木

に
よ
る
救
助
活
動
、
大
石
田
地

区
で
は
一
時
避
難
所
を
開
設
。

桧
原
地
区
で
は
配
水
池
の
水
不

足
に
対
応
し
断
水
を
解
消
し
た
。

２
月
７
日
、
会
津
地
域
に
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
本
町

で
も
要
支
援
者
へ
の
住
宅
除
排

雪
を
実
施
。
２
月
10
日
、
88
世

帯
を
巡
回
し
、
６
世
帯
で
除
雪
。

福
島
県
か
ら
応
急
職
員
支
援
を

受
け
た
。

２
月
14
日
に
は
最
強
寒
波
に

備
え
、
避
難
所
の
開
設
準
備
。

降
雪
が
予
想
を
下
回
り
、
２
月

25
日
に
対
応
を
解
除
し
た
。

今
後
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
を
開
始
し
、

住
宅
被
害
へ
の
罹
災
証
明
書
発

行
を
進
め
る
。
ま
た
町
民
と
職

員
が
協
力
し
、
大
き
な
災
害
や

人
的
被
害
を
防
ぎ
、
今
後
も
防

災
・
災
害
対
応
力
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

再
質
問

　
　
災
害
救
助
法
が
町
と
し
て

初
め
て
適
用
さ
れ
た
。
庁

内
で
も
相
当
な
議
論
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

す
べ
き
か
議
論
さ
れ
た
の
か
。

災
害
救
助
法
に
は
45
項
目
の

支
援
が
あ
り
、「
障
害
物
の
撤
去
」

と
は
屋
根
雪
も
対
象
と
な
る
。

実
際
に
ど
の
よ
う
に
支
援
金
額

が
決
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
支
援
が
要
支
援
者

6
世
帯
に
限
定
さ
れ
た
理
由
に

つ
い
て
も
説
明
を
求
め
る
。

　
　
総
務
課
長　
２
月
７
日
の

豪
雪
で
会
津
若
松
市
は
観

測
史
上
初
の
１
ｍ
20
㎝
の
積
雪

問答

る
場
合
の
救
助
で
あ
り
、
緊
急

性
が
求
め
ら
れ
る
。
三
島
町
で

は
時
間
的
制
約
を
考
慮
し
、
要

救
護
支
援
者
を
最
優
先
に
対
応

し
、
屋
根
が
つ
ぶ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
箇
所
や
脱
出
困
難
な
住
宅

に
限
定
し
て
除
雪
を
実
施
し
た
。

　
　
今
回
の
災
害
救
助
法
の
適

用
は
適
切
で
あ
っ
た
と
理

解
し
て
い
る
。

除
雪
は
、
国
道
・
県
道
・
町

道
の
担
当
が
異
な
り
、
連
携
が

不
十
分
な
場
面
が
あ
る
。
町
道

の
除
雪
後
に
国
道
側
の
除
雪
車

が
通
行
し
、
雪
で
町
道
の
出
入

口
を
塞
ぐ
事
案
が
頻
発
し
た
。

問

改
善
す
る
に
は
、
除
雪
業
者
間

で
連
携
を
強
化
し
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

　
　
産
業
建
設
課
長　
今
回
の

豪
雪
で
、
国
道
252
号
か
ら

川
井
地
区
の
入
り
口
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
下
の
2
か
所
で
雪
が
通
行

の
妨
げ
と
な
り
、
職
員
が
ス
コ

ッ
プ
で
排
雪
作
業
を
行
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
除
雪
作
業
は
、

国
・
県
道
と
町
道
で
異
な
る
業

者
に
委
託
し
て
お
り
、
業
者
間

の
連
携
強
化
が
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
豪
雪
対
応
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
最
大
16
時
間
作
業

を
続
け
る
な
ど
、
何
度
も
対
応

を
強
い
ら
れ
た
。

今
後
の
改
善
策
と
し
て
は
、

業
者
へ
の
直
接
指
示
だ
け
で
な

く
、
県
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

り
、
住
民
の
不
便
を
重
く
受
け

止
め
、
県
と
協
議
を
行
い
改
善

し
て
い
く
。

　
　
今
回
の
大
雪
が
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

地
域
の
建
設
業
者
に
出
入
り
口

の
除
雪
を
お
願
い
で
き
れ
ば
助

答問
豪雪の状況

を
記
録
し
、
三

島
町
も
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
た
。

町
は
他
町
村
と

と
も
に
県
を
通

じ
て
国
に
申
請

し
、
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ

た
。災

害
救
助
法

の
対
象
は
、
雪

に
よ
る
住
宅
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
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か
る
。
町
か
ら
声
を
か
け
る
こ

と
で
、
業
者
の
対
応
も
変
わ
る

は
ず
だ
。
ま
た
、
積
雪
で
道
路

脇
の
雪
壁
が
高
く
な
り
、
視
界

不
良
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
高
齢
者
に
は
危
険
で
、
少

し
除
雪
す
る
だ
け
で
大
き
な
改

善
が
期
待
で
き
る
。
桐
の
里
ス

タ
ン
ド
の
出
入
り
口
も
見
え
づ

ら
く
、
多
く
の
人
が
困
っ
て
い

た
の
で
、
町
は
速
や
か
な
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
ら
に
、
ス
タ
ン
ド
の
燃
料

供
給
が
な
い
状
況
は
本
来
の
目

的
に
反
す
る
。
災
害
時
に
は
町

民
の
生
活
と
安
全
を
守
る
た
め
、

優
先
供
給
や
放
出
制
限
の
ル
ー

ル
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
副
町
長　
ス
タ
ン
ド
の
燃

料
不
足
は
、
高
速
道
路
の

通
行
止
め
や
、
事
故
等
に
よ
る

物
流
の
混
乱
が
原
因
に
あ
る
。

会
津
若
松
市
の
卸
業
者
に
は

備
蓄
が
あ
っ
た
が
、
在
庫
が
尽

き
、
結
果
的
に
全
体
で
不
足
が

発
生
し
た
。
今
後
は
他
町
村
と

の
連
携
も
含
め
、
安
定
供
給
体

制
を
検
討
し
て
い
く
。

答

　
　
ス
タ
ン
ド
は
「
町
民
の
た

め
の
備
蓄
施
設
」
と
し
て

常
に
燃
料
を
備
蓄
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
。
対
応
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
燃

料
が
不
足
し
て
か
ら
注
文
す
る

の
で
は
な
く
、
満
タ
ン
の
状
態

を
維
持
し
た
運
営
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
副
町
長　
「
な
く
な
っ
て

か
ら
注
文
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
」
こ
と
を
主
張
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

数
日
前
か
ら
計
画
的
に
予

約
・
発
注
し
て
い
た
が
、
天
候

や
道
路
状
況
に
よ
る
配
送
の
遅

れ
が
原
因
で
、
計
画
的
な
注
文

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
町
は
県
の
大
雪
対
策
補
正

予
算
の
金
額
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長　
豪
雪
対
策
と

し
て
特
別
交
付
税
の
申
請

を
通
常
よ
り
頻
繁
に
行
っ
て
い

る
。
２
月
分
の
除
雪
経
費
は
既

に
県
に
報
告
済
み
で
、
交
付
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

問答問答

　
　
県
の
補
正
予
算
は
11
億
円

程
度
で
、
具
体
的
内
容
は

不
明
だ
が
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の

被
害
対
応
に
充
て
ら
れ
る
と
考

え
る
。
国
の
支
援
が
な
い
中
、

県
と
町
の
支
援
が
重
要
。
農
業

者
に
と
っ
て
育
苗
や
カ
ス
ミ
ソ

ウ
栽
培
に
ハ
ウ
ス
は
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
資
材
不
足
も
深
刻

で
、
町
は
早
急
に
支
援
策
を
検

討
す
べ
き
。

　
　
産
業
建
設
課
長　
県
か
ら

農
業
支
援
が
発
表
さ
れ
た
。

町
内
で
は
カ
ス
ミ
ソ
ウ
農
家
を

中
心
に
33
棟
の
ハ
ウ
ス
が
被
害

を
受
け
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
県
の

支
援
は
３
分
の
１
補
助
で
、
町

に
も
上
乗
せ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
内
容
は
未
定
だ
が
、
雪
解

け
後
の
早
期
復
旧
に
向
け
て

県
・
町
・
J
A
が
連
携
し
迅
速

に
対
応
す
る
。

　
　
総
務
課
長　
災
害
救
助
法

に
基
づ
き
、
被
災
世
帯
対

応
分
の
請
求
書
処
理
を
迅
速
に

進
め
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
や
職
員
の
時
間
外
な

ど
、
関
連
費
用
の
支
払
い
も
速

や
か
に
対
応
す
る
。

問答答

　
　
災
害
救
助
法
に
よ
る
支
援

を
受
け
な
か
っ
た
町
民
の

中
に
も
、
自
力
や
親
族
の
協
力

で
復
旧
作
業
を
行
っ
た
者
が
い

る
。
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も

町
独
自
の
支
援
金
を
出
す
べ
き

だ
。
特
に
燃
料
代
や
屋
根
の
除

雪
費
用
な
ど
、
個
人
負
担
が
大

き
い
ケ
ー
ス
へ
の
支
援
も
検
討

す
べ
き
。

　
　
町
長　
昭
和
村
や
金
山
町

の
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ

国
庫
財
源
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
総
務
課
長
を
は
じ
め
各
課

長
と
協
議
し
、
早
急
に
支
援
策

を
検
討
す
る
。

　
　
今
回
の
雪
害
は
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
る
ほ
ど
の

深
刻
な
事
態
で
あ
り
、
さ
ら
に

雪
が
降
り
続
い
た
り
地
震
が
重

な
れ
ば
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。
消
防
団

は
町
長
命
令
で
出
動
で
き
る
が
、

今
後
は
よ
り
迅
速
か
つ
明
確
に

動
員
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て

方
針
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
総
務
課
長　
他
町
村
で
は

消
防
団
が
除
雪
に
出
動
し

問答問答

た
事
例
も
あ
る
が
、
消
防
団
員

は
本
業
を
持
っ
て
お
り
、
全
世

帯
対
応
の
除
雪
は
負
担
が
大
き

く
、
判
断
が
難
し
い
。
一
方
で

救
助
が
必
要
な
状
況
で
は
出
動

を
お
願
い
す
る
場
面
も
あ
る
。

し
か
し
、
除
雪
活
動
を
消
防
団

が
担
う
の
は
現
実
的
に
厳
し
い

た
め
、
豪
雪
時
に
ど
の
地
域
へ

派
遣
す
べ
き
か
を
事
前
に
検
討

す
る
必
要
は
あ
る
。

　
　

町
長
の
挨
拶
で
あ
っ
た

「
燃
料
支
援
」
に
つ
い
て
、

こ
の
災
害
に
お
け
る
支
援
の
対

象
や
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
。

　
　
総
務
課
長　
地
区
の
集
中

排
雪
や
除
雪
に
使
用
し
た

機
械
の
燃
料
代
や
リ
ー
ス
代
を

町
が
負
担
す
る
形
で
実
施
す
る

よ
う
区
長
宛
に
文
書
で
通
知
済

み
で
、
該
当
費
用
は
町
に
請
求

す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
対
策
本
部
の
解
散
時
に
は
、

今
後
の
災
害
対
応
に
向
け

た
協
議
を
行
い
、
備
え
を
進
め

る
べ
き
。

問答意見
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令
和
７
年
度
当
初

予
算

　
　
各
事
業
に
お
い
て
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
努
め
る
、
こ
の
成
果

は
出
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
当

町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
よ
う

だ
が
、
令
和
７
年
度
の
予
算
は

ど
こ
に
重
点
を
置
く
の
か
を
伺

う
。

　
　
町
長　
第
５
次
三
島
町
振

興
計
画
で
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を

設
定
し
、
各
年
度
の
重
点
事
業

を
明
確
化
し
、
こ
れ
に
よ
り
事

問答

業
成
果
を
把
握
し
て
い
る
。
事

業
に
は
達
成
し
た
も
の
と
未
達

成
の
も
の
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
未
達
成
の
事
業
も
あ
る

が
、
最
小
経
費
で
効
率
的
に
活

用
す
る
姿
勢
を
徹
底
し
て
い
く
。

令
和
7
年
度
は
計
画
の
最
終

年
で
あ
り
、
目
標
達
成
に
向
け

て
進
捗
を
確
認
し
な
が
ら
全
力

で
取
り
組
む
。
計
画
の
テ
ー
マ

は
「
環
境
と
調
和
し
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
と
し
、「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
し
や
す
い
環
境
」

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
仕
事

創
出
」「
人
口
の
定
住
促
進
」「
生

涯
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
地
域

作
り
」
を
基
本
目
標
に
、
予
算

を
編
成
す
る
。

計
画
に
は
、
出
産
・
子
育
て

支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
整
備
、

農
業
支
援
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
健
康
寿
命
延
伸
、

防
災
強
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
特
に
人
口
減
少
対
策

と
地
方
創
生
は
最
重
要
施
策
と

し
て
全
庁
で
取
り
組
む
。

再
質
問

　
　
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
町
民
に
合
っ
た

予
算
編
成
が
必
要
で
あ
る
。

問

実
施
し
た
い
事
業
が
多
い
た

め
削
減
す
べ
き
部
分
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
が
、
建
物
や

土
地
、
投
資
、
事
業
に
つ
い
て

は
見
直
し
の
時
期
に
来
て
お
り
、

町
民
や
議
会
と
と
も
に
将
来
を

見
据
え
た
予
算
の
あ
り
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
職
員
の
意
見
が
「
予

算
が
な
い
」
で
消
さ
れ
る
こ
と

な
い
よ
う
、
柔
軟
で
前
向
き
な

予
算
編
成
を
求
め
る
。

　
　
町
長　
財
政
状
況
は
厳
し

く
、
限
ら
れ
た
財
源
を
町

民
の
た
め
に
使
う
際
は
、
議
決

を
経
て
そ
の
使
い
方
が
本
当
に

答

適
切
か
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

会
津
桐
の
振
興

　
　
三
島
町
に
お
け
る
会
津
桐

の
生
産
は
、
合
併
前
の
旧

宮
下
村
時
代
、
明
治
期
か
ら
桐

栽
培
や
桐
材
販
売
に
力
を
入
れ

問

馬場　学 議員

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
特
に
旧

宮
下
村
産
の
桐
は
品
質
が
日
本

一
と
さ
れ
、
会
津
地
方
の
特
徴

的
な
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
昭
和
59
年
に
は
町
が
桐
タ

ン
ス
工
場
を
整
備
し
、
平
成
９

年
に
は
会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会

社
を
設
立
、
桐
製
品
の
開
発
・

販
売
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、
桐
ド
ク
タ
ー
や

桐
専
門
員
を
配
置
し
、
近
年
で

は
町
内
の
建
設
業
者
が
桐
栽

培
・
販
売
に
参
入
す
る
な
ど
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
振
興
策
が

進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
外
国

産
桐
材
の
安
価
な
輸
入
や
国
内

需
要
の
減
少
に
よ
り
、
収
益
は

低
迷
し
て
お
り
、
産
業
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
文
化
面
で
の
取
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

①

−

1　
文
化
財
保
存
へ
の
活

用
と
支
援
策
、
桐
材
の
特
性
を

生
か
し
、
文
化
財
や
美
術
工
芸

品
を
適
切
に
収
納
す
る
箱
や

棚
、
収
納
家
具
な
ど
の
製
作
・

活
用
を
促
進
す
る
取
組
は
あ
る

の
か
。

①

−

2　
桐
材
の
文
化
財
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
町
や
県
は

文
化
庁
や
関
係
機
関
と
ど
の
よ

う
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

②　
教
育
、
伝
統
、
伝
承
へ
の

取
組
と
し
て
、
町
内
の
子
供
た

ち
や
若
い
世
代
に
会
津
桐
の
歴

史
や
文
化
財
価
値
を
伝
え
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
の
か
。

　
　
町
長　
①

−

1　
国
立
博

物
館
や
美
術
館
、
九
州
の

太
宰
美
術
館
か
ら
の
受
注
に
よ

り
文
化
財
等
の
収
納
箱
を
製

作
・
納
入
し
、
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
良

質
な
桐
製
品
を
納
入
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

①

−

2　
西
方
共
有
財
産
区
の

黒
男
山
、
大
石
田
共
有
財
産
区

の
桜
峠
の
桐
材
は
、
平
成
28
年

答

ボランティア活動状況
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３
月
に
文
化
庁
の
ふ
る
さ
と
文

化
財
の
森
に
指
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
昨
年
12
月
に
は
文
化
庁
職

員
２
名
と
県
の
文
化
課
職
員
１

名
が
来
町
し
、
会
津
桐
の
栽
培

か
ら
製
品
販
売
ま
で
の
流
れ
を

視
察
し
、
文
化
財
収
納
箱
に
使

用
さ
れ
る
会
津
桐
の
資
源
確
保

と
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
補

助
事
業
提
案
が
あ
り
、
現
在
、

国
と
県
の
補
正
で
の
事
業
要
望

を
準
備
中
で
あ
る
。

②　
町
で
は
県
の
森
林
環
境
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
毎
年
三

島
小
学
校
３
・
４
年
生
と
三
島

中
学
校
１
年
生
が
会
津
桐
の
森

林
環
境
学
習
を
開
催
し
、
会
津

桐
の
栽
培
方
法
を
学
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
会
津
桐
タ
ン
ス
工
場

の
見
学
を
実
施
し
、
植
栽
か
ら

伐
採
、
製
材
、
加
工
の
流
れ
を

学
び
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
会

津
桐
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
再
質
問

　
　
国
立
博
物
館
や
美
術
館
等

か
ら
の
受
注
実
績
が
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

施
設
で
、
ど
の
よ
う
な
桐
製
品

を
納
入
し
た
の
か
、
過
去
の
事

例
を
詳
し
く
伺
う
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
納
入
数
や
取
引
先
か

ら
の
評
価
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
文
化
庁

か
ら
の
委
託
事
業
は
、
教

育
委
員
会
で
平
成
2
年
、
3
年

度
に
か
け
て
、
文
化
財
関
連
に

桐
製
品
を
5
個
納
入
し
た
。
単

価
は
10
〜
20
万
円
の
間
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
外
で
は
、
い
わ
さ

き
ち
ひ
ろ
美
術
館
や
博
物
館
な

問答

ど
で
、
こ
れ
ら
は
元
請
け
企
業

か
ら
の
下
請
け
受
注
で
あ
る
。

会
津
の
桐
た
ん
す
は
、
京
都

の
桐
材
工
芸
と
比
べ
て
安
価
で

あ
り
な
が
ら
品
質
が
良
い
た
め
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　　
　
現
在
、
一
定
の
受
注
が
あ

る
が
、
継
続
的
に
取
引
を

確
保
す
る
た
め
の
施
策
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
、

さ
ら
な
る
市
場
拡
大
や
新
規
取

引
先
の
開
拓
、
文
化
庁
や
他
の

国
公
立
機
関
と
の
協
議
の
場
設

置
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
取
組
を

進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
会
津
桐

タ
ン
ス
株
式
会
社
が
直
接

文
化
庁
や
博
物
館
、
美
術
館
か

ら
仕
事
を
受
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
入
札
し
た
業
者
か
ら

の
下
請
け
で
製
品
を
納
入
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
製
品
の
注

文
が
あ
っ
て
か
ら
製
作
し
て
い

る
た
め
、
試
作
品
等
の
検
討
は

現
在
行
っ
て
い
な
い
。

会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
の

売
上
げ
確
保
の
た
め
に
は
、
文

化
財
の
収
納
箱
等
に
新
た
な
販

路
を
設
け
る
な
ど
、
積
極
的
に

問答

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
現
在
、
受
注
に
関
し
て
は

民
間
業
者
が
主
体
と
な
っ

て
い
る
が
、
町
や
県
と
し
て
補

助
制
度
を
活
用
し
た
技
術
開
発

支
援
や
展
示
会
、
商
談
会
へ
の

出
店
支
援
な
ど
の
具
体
的
な
行

政
支
援
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
令
和
6

年
度
の
事
業
で
、
県
の
木

材
関
係
の
補
助
事
業
を
受
注
し

事
業
費
が
300
万
円
で
あ
っ
た
。

漆
を
使
っ
て
い
る
方
や
、
植
物

性
樹
脂
を
使
っ
た
製
品
を
作
る

ユ
ウ
ア
イ
と
い
う
会
社
と
連
携

し
、
会
津
桐
タ
ン
ス
の
３
者
で

補
助
事
業
を
申
請
し
、
今
年
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
去
年
の
秋

の
工
人
ま
つ
り
や
工
芸
館
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
展
し
、
漆
や
樹
脂

を
ち
り
ば
め
た
器
や
ビ
ー
ル
グ

ラ
ス
な
ど
の
製
品
を
販
売
し

た
。
こ
れ
ら
の
製
品
は
、
今
年

１
月
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
行

わ
れ
た
展
示
会
に
お
い
て
好
評

で
あ
っ
た
。
補
助
事
業
は
３
年

間
継
続
で
き
る
た
め
、
来
年
も

県
に
申
請
し
、
引
き
続
き
商
品

開
発
や
展
示
販
売
を
進
め
る
と

問答

ふるさと文化財の森（黒男山地内）
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の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
①

−

2　
黒
男
山
や
桜
峠

の
桐
林
が
ふ
る
さ
と
文
化

財
の
森
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
指
定
を
活
用
し
て
資
源
の

適
正
管
理
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の

向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組

み
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
文
化
庁
と
県
と
連
携

し
た
今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
ふ
る
さ

と
文
化
財
の
森
に
指
定
さ

れ
た
後
、
平
成
30
年
ま
た
は
29

年
に
1
年
間
だ
け
文
化
財
関
係

の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
。
内

容
と
し
て
は
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
下
刈
り
や
芽
か
き
な
ど
の

森
林
整
備
に
助
成
を
受
け
、
補

助
率
は
50
％
で
あ
っ
た
。

現
在
は
、
国
の
森
林
環
境
譲

与
税
を
使
っ
て
100
％
補
助
を
行

っ
て
お
り
、
文
化
財
関
係
の
補

助
よ
り
も
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
す
る
方
が
町
の
財
源
的
に

有
利
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
財

の
森
の
補
助
事
業
は
保
育
関
係

の
み
が
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
事
業
に
は
当
時
対
応
で
き

問答

な
か
っ
た
が
、
昨
年
、
文
化
庁

の
職
員
2
名
と
県
の
文
化
課
職

員
1
名
が
来
町
し
、
桐
の
工
程

を
視
察
し
た
。
視
察
の
内
容
と

し
て
は
、
文
化
財
の
収
納
箱
に

使
用
さ
れ
る
会
津
桐
の
資
源
確

保
と
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た

事
業
の
補
助
が
提
案
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
補
助
事
業
は
文
化
財

と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
に
限

ら
れ
る
。
会
津
桐
タ
ン
ス
株
式

会
社
の
運
営
資
金
に
は
使
え
な

い
が
、
文
化
財
の
た
め
に
購
入

し
た
材
や
製
材
経
費
、
桐
の
植

栽
・
手
入
れ
に
か
か
る
経
費
が

補
助
対
象
と
な
る
。

こ
の
補
助
事
業
は
毎
年
当
初

予
算
に
計
上
す
る
に
は
11
月
に

国
に
要
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
昨
年
12
月
に
文
化
庁
が

来
町
し
た
た
め
、
令
和
７
年
の

当
初
予
算
に
は
間
に
合
わ
な
か

っ
た
。
現
在
は
補
正
予
算
で
計

上
し
、
国
・
県
と
計
画
書
を
作

成
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
文
化
庁
視
察
後
の
評
価
や

意
見
交
換
で
ど
の
よ
う
な

課
題
や
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
町
と
し
て
そ
の

問

指
摘
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

対
応
し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
町
内
に

は
桐
関
係
の
業
者
が
3
社

あ
り
、
1
社
は
桐
苗
を
育
て
て

伐
採
し
、
製
材
し
て
板
に
し
て

い
る
業
者
、
も
う
1
社
は
会
津

桐
タ
ン
ス
を
製
作
し
て
い
る
業

者
、
最
後
の
1
社
は
桐
の
伐
採

を
行
っ
て
い
る
業
者
で
あ
る
。

最
も
有
利
な
の
は
、
桐
を
育
て

て
伐
採
・
製
材
し
て
板
に
し
て

い
る
業
者
で
、
そ
の
事
業
の
ほ

と
ん
ど
が
補
助
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
桐
を
伐
採
し
て
い
る
業

者
は
、
伐
採
費
用
が
補
助
対
象

と
な
る
。

会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
の

現
状
を
理
解
し
た
文
化
庁
か
ら

は
、
来
年
の
予
算
に
対
し
て
補

正
予
算
で
も
構
わ
な
い
の
で
、

補
助
申
請
し
て
ほ
し
い
と
の
提

案
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現

在
申
請
準
備
を
進
め
て
お
り
、

順
調
で
あ
れ
ば
４
月
に
申
請
し
、

６
月
の
補
正
予
算
に
通
れ
ば
予

算
計
上
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
内
容
と
進
捗
状
況

答問

に
つ
い
て
再
度
伺
う
。
補
助
事

業
と
は
、
原
材
料
管
理
支
援
等

事
業
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の

か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
。
こ
の
事

業
は
、
20
名
以
下
の
事
業
所
で

あ
れ
ば
7
割
補
助
、
そ
れ
以
外

は
50
％
の
補
助
が
あ
る
。
1
年

目
な
の
で
、
植
林
か
ら
伐
採
、

製
材
を
行
っ
て
い
る
業
者
を
対

象
に
申
請
書
類
を
作
成
し
て
い

る
。
要
望
書
は
1
月
に
出
し
、

4
月
ま
で
に
申
請
書
を
取
り
ま

と
め
て
国
に
申
請
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
支
援
内
容
や
補
正
予
算
で

の
事
業
要
望
を
準
備
し
て

お
り
、
具
体
的
な
規
模
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
そ
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
と
の
認
識
で

良
い
か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
1
月
の

要
望
段
階
で
は
、
桐
の
手

入
れ
に
必
要
な
薬
剤
や
肥
料
の

購
入
費
、
作
業
の
一
部
を
事
業

協
同
組
合
に
委
託
し
た
費
用
、

桐
の
伐
採
経
費
、
そ
し
て
製
材

工
場
へ
の
運
搬
費
用
な
ど
が
含

答問答

ま
れ
て
お
り
、
要
望
額
は
450
万

円
程
度
で
あ
る
。

　
　
今
後
の
協
議
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
事
業
採
択
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
ま
た
、
町
と
し

て
事
業
採
択
を
後
押
し
す
る
た

め
に
今
後
ど
の
よ
う
な
追
加
の

取
組
を
行
う
予
定
な
の
か
。

　
　
特
命
担
当
課
長　
文
化
庁

の
職
員
か
ら
支
援
す
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
要
綱
に
基
づ
く
申
請

が
必
要
で
あ
り
、
現
在
、
会
社

と
相
談
し
て
申
請
書
案
を
作
成

中
で
あ
る
。
文
化
庁
の
職
員
か

ら
は
、
資
源
を
維
持
・
存
続
す

る
た
め
の
事
業
で
あ
る
た
め
、

採
択
の
見
込
み
は
高
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

問答
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五十嵐健二 議員

令
和
７
年
度
の

予
算

　
　
令
和
７
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
部
分
で

抑
制
さ
れ
て
い
る
予
算
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
予
算
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い
、
ま

た
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
現
在
行
わ
れ
て
い
る
振
興
計

画
に
つ
い
て
、
見
直
し
等
は
あ

る
の
か
。

②
様
々
な
事
業
に
お
い
て
予
算

が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、
町
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　
町
長　
大
規
模
事
業
は
な

い
も
の
の
、
町
道
消
雪
事

業
や
地
区
水
道
事
業
、
国
シ
ス

テ
ム
標
準
化
関
連
事
業
に
つ
い

て
は
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
事
業
で
あ
り
、
財
源
確
保
が

課
題
で
あ
る
。
各
課
か
ら
の
要

望
に
お
い
て
緊
急
性
の
高
い
ほ

問答

う
か
ら
優
先
し
て
計
上
し
、
緊

急
性
の
な
い
も
の
や
当
面
現
状

維
持
で
対
応
で
き
る
も
の
な
ど

は
減
額
査
定
し
、
予
算
を
計
上

し
た
。

①
今
後
数
値
等
の
見
直
し
が

あ
り
、
予
算
成
立
後
に
再
度
実

施
計
画
を
確
認
し
、
見
直
し
を

行
う
。

②
予
算
を
確
認
し
な
が
ら
査

定
し
た
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。

再
質
問

　
　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
全
体
の
福
祉
を
念
頭

に
置
い
て
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
町
長　
町
民
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
予
算

を
査
定
し
て
い
る
。

　
　
公
債
費
、
人
件
費
を
合
わ

せ
る
と
９
億
５
千
万
円
を

超
え
る
金
額
と
な
る
が
、
こ
れ

ら
は
必
要
経
費
な
の
で
動
か
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

今
年
度
は
物
件
費
が
異
常
に
増

え
て
い
る
。
特
に
委
託
料
が
令

和
６
年
と
比
べ
る
と
大
幅
に
増

問答問

増
加
と
い
う
予
算
編
成
を
見
る

と
、
委
託
料
に
関
し
て
の
見
直

し
、
あ
る
い
は
削
減
の
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
町
長　
見
直
せ
る
範
囲
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
と
話
し
検
討
し
直
し
た
い
。

　
　
令
和
７
年
度
で
前
期
振
興

計
画
が
終
了
し
、
令
和
８

年
度
か
ら
後
期
計
画
が
始
ま
る

が
、
予
算
的
な
問
題
で
事
業
を

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
基
金
も
厳
し
く
な

っ
て
お
り
、
そ
こ
を
重
要

に
考
え
て
計
画
を
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
も
含
め
た
中
で

振
興
計
画
を
策
定
し
、
財
政
と

も
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
今
後
財
政
が
厳
し
く
な
る

こ
と
は
、
継
続
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
振
興
計

画
は
、
前
期
・
後
期
様
々
な
町

発
展
の
た
め
の
計
画
で
あ
る
の

で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
た

答問答問

だ
き
た
い
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
が
な
い
よ
う
予
算
を
確

認
し
な
が
ら
査
定
し
て
き
た
と

の
答
弁
だ
が
、
今
回
の
予
算
の

中
で
、
除
雪
費
に
問
題
は
な
か

っ
た
の
か
。
令
和
６
年
度
は
災

害
級
の
大
雪
で
６
千
万
円
の
予

算
に
対
し
て
、
４
千
万
円
の
補

正
を
し
、
１
億
円
か
か
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
令
和
７
年
度
の
予

算
で
は
700
万
円
の
予
算
し
か
計

上
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
令

和
４
年
度
、
令
和
５
年
度
、
令

和
６
年
度
の
各
予
算
は
５
千
万

円
か
ら
６
千
万
円
計
上
し
て
い

る
。
今
回
に
限
っ
て
、
な
ぜ
こ

の
予
算
な
の
か
。
除
雪
費
は
町

民
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
予
算

で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
理
由
で
こ
の
よ
う
な
予
算
に

な
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
町
長　
実
際
に
入
っ
て
く

る
お
金
は
、
あ
る
程
度
見

え
て
く
る
。
借
金
と
か
交
付
税

と
か
、
繰
越
金
、
基
金
か
ら
の

繰
入
れ
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て

い
る
お
金
、
借
り
ら
れ
る
お
金

と
い
う
も
の
を
充
て
て
予
算
を

編
成
し
て
き
た
が
、
今
は
そ
れ

を
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
況
に

答

加
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は

何
か
。

　
　
町
長　
国
の
ク
ラ
ウ
ド
に

町
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す

る
た
め
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム

の
移
行
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
プ

ラ
ス
し
た
た
め
で
あ
る
。
単
年

度
で
見
る
と
、
令
和
７
年
度
は

９
千
万
円
、
う
ち
シ
ス
テ
ム
移

行
に
関
す
る
費
用
が
６
７
１
５

万
１
千
円
で
、
令
和
８
年
度
以

降
は
発
生
し
な
い
が
、
毎
年
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
３
２
９

３
万
２
千
円
か
か
る
。
ま
た
振

興
計
画
策
定
に
お
い
て
も
920
万

円
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
委
託
料
の
増
加
に
よ
っ
て
、

他
の
事
業
へ
の
影
響
は
な

い
の
か
。

　
　
町
長　
歳
入
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
影
響
が
少
し

で
て
く
る
部
分
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
今
年
は
国
勢
調
査
が
あ
る
。

町
の
人
口
は
減
少
し
て
い

る
と
思
う
が
、
人
口
に
よ
っ
て

決
ま
る
交
付
税
、
こ
れ
も
少
な

く
な
る
と
考
え
る
。
委
託
料
の

答問答問
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あ
る
。
財
政
調
整
基
金
か
ら
５

千
万
円
を
除
雪
費
に
入
れ
る
と
、

財
政
調
整
基
金
が
ほ
と
ん
ど
無

い
状
況
に
な
り
、
６
月
、
９
月

で
補
正
予
算
を
組
む
こ
と
が
難

し
く
な
る
。
起
債
を
し
す
ぎ
る

と
、
必
要
な
時
に
借
り
ら
れ
な

く
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
起
き

る
の
で
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
抑

え
て
歳
入
を
確
定
し
た
。
し
か

し
雪
が
降
っ
た
ら
必
ず
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、

最
後
は
財
政
調
整
基
金
を
残
し

て
お
き
対
応
し
て
い
く
。

　
９
月
に
な
れ
ば
決
算
が
固
ま

り
、
繰
越
金
、
ま
た
交
付
税
の

増
額
と
か
状
況
も
見
え
て
く
る

の
で
、
そ
の
時
点
で
除
雪
費
を

確
保
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

　
　
予
算
と
い
う
の
は
、
町
民

全
体
の
福
祉
を
念
頭
に
置

い
て
立
て
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
町
民
の
サ
ー
ビ
ス
、

安
心
安
全
な
予
算
を
確
保
し
て

い
け
る
の
か
疑
う
。
最
初
か
ら

補
正
を
考
え
な
が
ら
の
予
算
は

正
し
い
予
算
編
成
、
町
民
の
た

め
の
予
算
と
言
え
る
の
か
。

　
　
町
長　
大
変
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
は
い
け
な

い
と
考
え
る
。
9
月
に
は
必
ず

除
雪
費
を
引
き
上
げ
る
予
定
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
く
。

　
　
予
算
編
成
を
考
え
る
上
で
、

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
と
し
て
、
桐
の
里
産
業

株
式
会
社
、
会
津
桐
タ
ン
ス
株

式
会
社
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

2
社
は
町
が
出
資
し
て
い
る
会

社
で
あ
る
。
今
後
、
出
資
を
含

め
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
の
か
。

　
　
町
長　
会
津
桐
タ
ン
ス
株

式
会
社
に
つ
い
て
は
今
後

問答問答

経
営
状
況
を
考
え
、
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

桐
の
里
産
業
株
式
会
社
に
関

し
て
は
、
三
島
町
の
農
地
を
守

る
と
い
う
こ
と
で
、
会
社
立
ち

上
げ
の
際
に
、
１
千
万
円
を
超

え
な
い
金
額
を
町
が
出
資
し
て

い
る
。
現
在
は
、
町
の
色
々
な

業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
農
地

を
守
る
視
点
か
ら
、
三
島
町
の

農
業
を
桐
の
里
産
業
株
式
会
社

で
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
こ
れ
は
企
業
の
問
題
で
あ

り
、
企
業
で
検
討
す
る
内

容
と
考
え
る
。
両
社
と
も
株
式

会
社
で
運
営
し
て
い
る
の
で
、

利
益
を
上
げ
る
た
め
の
経
営
戦

略
を
模
索
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
桐
の
里
産
業
株
式
会

社
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
町
長　
桐
の
里
産
業
株
式

会
社
は
、
独
立
し
た
法
人

の
た
め
、
そ
ち
ら
で
の
議
論
を

通
じ
て
回
答
が
得
ら
れ
る
と
思

う
。
た
だ
、
私
の
個
人
的
な
見

解
と
し
て
は
、
副
町
長
が
現
在
、

代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
る
こ

と
、
ま
た
こ
の
団
体
の
設
立
目

問答

的
が
農
地
を
保
護
で
あ
る
こ
と

か
ら
農
業
に
よ
る
利
益
や
黒
字

を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
い
も

の
と
考
え
る
。
ま
た
農
業
部
門

に
関
し
て
は
１
千
万
円
の
大
枠

が
あ
る
が
、
経
営
改
善
の
た
め

に
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　
会
社
の
利
益
を
上
げ
、
町

が
出
資
し
て
い
る
お
金
を

少
し
で
も
減
ら
す
と
い
う
考
え

は
、
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ

の
努
力
は
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

予
算
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま

で
も
町
民
全
体
の
福
祉
を
念
頭

に
置
い
て
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
。今

後
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
う
が
、

無
駄
な
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
、

本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
が
削
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し

っ
か
り
立
て
て
い
く
よ
う
希
望

す
る
。

意見

加
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は

何
か
。

　
　
町
長　
国
の
ク
ラ
ウ
ド
に

町
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す

る
た
め
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム

の
移
行
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
プ

ラ
ス
し
た
た
め
で
あ
る
。
単
年

度
で
見
る
と
、
令
和
７
年
度
は

９
千
万
円
、
う
ち
シ
ス
テ
ム
移

行
に
関
す
る
費
用
が
６
７
１
５

万
１
千
円
で
、
令
和
８
年
度
以

降
は
発
生
し
な
い
が
、
毎
年
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
３
２
９

３
万
２
千
円
か
か
る
。
ま
た
振

興
計
画
策
定
に
お
い
て
も
920
万

円
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
委
託
料
の
増
加
に
よ
っ
て
、

他
の
事
業
へ
の
影
響
は
な

い
の
か
。

　
　
町
長　
歳
入
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
影
響
が
少
し

で
て
く
る
部
分
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
今
年
は
国
勢
調
査
が
あ
る
。

町
の
人
口
は
減
少
し
て
い

る
と
思
う
が
、
人
口
に
よ
っ
て

決
ま
る
交
付
税
、
こ
れ
も
少
な

く
な
る
と
考
え
る
。
委
託
料
の

答問答問
除雪中
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議会に傍聴においでください

６月議会は６月19日㈭に開会予定です。

議 会 の 主 な 動 き

▶ 2025年2月 ◀
５ 日㈬	 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定

例会（会津若松市）（～２１日）
１９日㈬	 両沼地方町村議会議長会定期総会
	 （会津坂下町）
２０日㈭	 議会全員協議会（令和 ７年度当初予算説明

等）
２２日㈯	 若松三島会総会（会津若松市）
２５日㈫	 議会運営委員会
２６日㈬	 福島県町村議会議長会定期総会（福島市）
２８日㈮	 早戸温泉つるの湯企業組合総会

▶ 2025年3月 ◀
６ 日㈭	 第 １ 回議会定例会（～１４日）
１３日㈭	 三島中学校卒業式
１４日㈮	 第４４回三島町生活工芸品展表彰式
１５日㈯	 第２４回全国編み組工芸品展表彰式
１８日㈫	 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会臨

時会（会津若松市）
１９日㈬	 生活工芸アカデミー修了式

２１日㈮	 三島小学校卒業式
２６日㈬	 三島保育所満了式
２８日㈮	 三島町教職員離任式

▶ 2025年4月 ◀
２ 日㈬	 三島町教職員着任式
４日㈮	 三島保育所入所式
	 月例全員協議会
７日㈪	 三島小学校入学式
	 三島中学校入学式
17日㈭	 両沼地方町村議長会総会（会津坂下町）
２０日㈰	 三島町消防団春季検閲式
２２日㈫	 会津総合開発協議会会津若松地方部会総会

（会津若松市）
	 会津総合開発協議会総会（会津若松市）
２３日㈬	 三島町老人クラブ連合会総会
２４日㈭	 三島町生活工芸アカデミー開講式
２５日㈮	 三島町戦没者遺族会総会

詳しくは町のホームページ等でお知らせいたします。

初
め
て
の
予
算
審
議
を
経
て
「
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

予
算
に
は
町
民
の
様
々
な
思
い
が
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
三
島
町
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
見
る
と
補
助
金
を
使
い
外
部
委
託
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。補

助
金
を
活
用
し
て
事
業
を
行
う
こ
と

自
体
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
事
業
を
持
続
し
て
い
く
た

め
に
は
収
益
を
得
る
努
力
も
必
要
で
す
。

自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
外
部
に

委
託
せ
ず
に
町
民
と
行
政
で
協
力
し
て
行

う
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

年
、
第
五
次
三
島
町
振
興
計
画
の
後

期
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
前
期
5
年
間
の
事
業
評
価

を
町
民
も
参
加
し
て
行
い
、
後
期
計
画
に

そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。

そ
れ
が
町
民
主
役
の
町
づ
く
り
に
繋
が

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。�

（
河
越
昭
利
）


